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東
縞
藤

　
　
　
　
　
タ
西
横
綱
加

治登
川酔幹
雄
（
松
代
・
藤
屋
）

山保
　
一
　
（
松
代
高
校
）

…
…
…
松
代
初
場
所
盛
会
裏
に
閉
幕
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

　
大
正
十
二
年
創
立
以
来
四
十
数
年
の

伝統をも

つ
在
天
法
人
大
日
本
松
代
相

撲
協
会
（
会
長
八
幡
山
幡
蔵
）
主
催
の
松

代
初
場
所
は
、
三
百
四
十
二
名
の
力
士

が
参
加
、
二
十
四
日
夜
松
代
小
学
校
で

行
わ
れ
た
千
秋
楽
0
行
事
を
最
後
に
、

目
出
度
く
十
五
日
間
の
幕
を
閉
ぢ
た
。

今
年
は
千
秋
楽
四
日
前
か
ら
来
町
し
た

雑
誌
記
者
を
始
め
、
B
S
N
テ
レ
ピ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
等
が
取
材
に
当
っ
た
せ
い

も
あ
っ
て
か
、
千
秋
楽
の
行
事
は
、
月

日
部
屋
の
ふ
れ
太
鼓
を
皮
切
り
に
徐
々
，

に
盛
り
上
が
り
、
夜
に
至
っ
て
十
五
の

部
屋
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
お
も
い
の

工
夫
を
こ
ら
し
た
珍
芸
名
仮
装
で
入
場

す
る
や
詰
め
か
け
た
観
衆
か
ら
爆
笑
に

つ
ぐ
爆
笑
が
湧
き
起
り
、
続
く
賞
状
授

与
、
前
頭
そ
ろ
い
ぶ
み
、
，
三
役
そ
ろ
い

ぶ
み
、
横
綱
土
表
入
り
等
が
笑
い
の
中

に
も
整
然
と
行
わ
れ
、
最
後
に
力
土
も

観
衆
も
全
員
起
立
し
て
ホ
タ
ル
の
光
を

歌
い
、
悲
喜
こ
も
ご
も
、
楽
し
か
っ
た

十
五
日
間
に
名
残
り
を
惜
し
み
、
来
場

所
の
再
会
を
約
し
な
が
ら
散
会
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
　
幹
雄
加
治
川
涼
一

横
綱
　
　
藤
登

大
関
　
　
朝
之
海
朝
一

関
脇
　
　
信
夫
山
正
利

小
結
　
　
八
幡
山
幡
蔵

前
頭
筆
頭
花
高
山
貞
男

十
両
筆
頭
市
ケ
岳
芳
雄

幕
下
筆
頭
幾
の
里
幾
子

三
段
筆
頭
朝
日
川
三
次

序
二
筆
頭
玲
峰
山
玲
子

序
口
筆
頭
桜
川
　
金
治

残
念
賞
　
高
登
　
質
郎

喜
久
花
進
一

関
山
　
　
徹

三
笠
川
京
子

奴
奈
川
勢
次

、
俵
山
三
郎

松
栄
川
セ
ツ

永
峰
山
寛
永

甲
神
山
末
治

掲
精
徳
一
郎

大
雄
　
嵩
一

　
こ
の
ほ
か
、
各
部
落
で
行
わ
れ
た
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑱
室
野
相
撲
協
会

　
　
　
　
（
会
長
　
儀
建
山
儀
一
）

　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
西

横
綱
　
若
杉
山
己
之
松
　
千
代
山
チ
ヨ

大
関
　
大
泡
　
義
郎
　
　
大
石
　
文
男

関
脇
　
銀
雪
　
亀
吉
　
　
常
花
紋
三
郎

小
結
増
山
増
太
郎

龍
昇
山
昇

　
　
参
加
力
土
　
一
八
七
名

塵
菅
刈
相
撲
協
会

　
　
　
　
（
会
長
　
雲
柳
喜
三
次
）

　
　
　
　
東

横
綱
　
岩
菅
山
　
要

大
関
　
寒
雀
キ
ノ
エ

　
西

照
の
花
昭
司
．

子
宝
山
千
年

懸　螢
　
　
聯
難
．

　　氏

驚

つ脅、

鱗

関
脇
　
光
花
ミ
ッ
エ
　
　
高
ノ
山
ミ
ヨ

小
結
　
藤
ケ
岳
フ
ジ
　
　
俵
山
　
マ
セ

　
　
参
加
力
土
　
六
六
名

⑱
蓬
平
相
撲
協
会

　
　
　
　
（
会
長
　
稲
光
政
之
助
）

　
　
　
　
東

横
綱
鶴
ケ
嶺
ツ
ル

大
関
　
八
海
山
イ
チ

関
脇
　
大
松
山
フ
サ

小
結
大
嵐
孝
作

　
　
参
加
力
士

⑱
伊
沢
相
撲
協
会

　
　
　
　
（
会
長

　
横
綱

　
大
関

　
関
脇

　
小
結

　
　
　
参
加
力
士

⑱
千
年
相
撲
協
会

　
　
　
　
（
会
長

　
横
綱
　
　
広
川

　
大
関

　
関
脇

　
小
結

　
　
　
参
加
力
士

　
ど
こ
の
協
会
も
、

　
娯
楽
と
し
て
、

四
三
名

　
西
清
ノ
山
キ
イ

豊
山
信
一
郎

八
晃
ノ
ブ
エ

白
鳥
　
光
弘

　
　
　
閑
酔
山
賢
）

当
山
角
一
郎

大
豊
与
平
治

照
の
山
照
平

勝
勝
山
粂
吉

　
　
　
一
一
八
名

萎’

澱

　
　
　
　
　
　
　
武
雄
山
雄
一
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
広
政

　
　
　
　
八
光
山
喜
一

郎

　
　
　
　
開
運
山
一
郎

　
　
　
　
文
念
山
政
喜

　
　
　
　
　
　
　
二
六
名

　
　
　
　
　
　
　
冬
季
間
の
唯
一
の

　
　
　
　
　
　
千
秋
楽
に
は
寒
さ
を

吹
飛
ば
し
て
盛
大
な
行
事
が
爆
笑
の

中
に
終
了
し
た
。

松
代
場
所
の
模
様
は
、
一
月
二
十
五

六
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
B
S
N
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
、
二
月
二
十
一
日

付
の
毎
日
新
聞
社
発
行
の
毎
日
グ
ラ

フ
に
二
頁
続
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る

【
写
真
は
颯
爽
？
と
勢
揃
い
し
た
頸

鉄
部
屋
の
迷
力
士
連
】

40年1月1日現在

人口動態
総人口1て．584人

　男　5・740人

　女　5．844人

2．386戸世帯数
（1》



馨

松
代
町
書
初
展
覧
会
終
る

　
例
年
行
な
わ
れ
て
い
る
、
松
代
全
町

』
の
書
初
展
は
小
正
月
，
の
一
月
十
五
日
、

十
六
日
に
松
代
小
学
校
を
会
場
と
し
て

開
か
れ
た
。
出
品
点
数
も
年
々
増
加
を

見
、
学
童
、
一
般
共
内
容
あ
る
こ
の
催

し
は
好
評
を
得
、
観
客
の
出
足
も
好
調
～

で
あ
っ
た
。
尚
学
童
の
特
選
作
品
は
左

の
通
り
で
あ
る
っ

小
学
校
四
年
生

　
　
　
五
年
生

　
　
　
六
年
生

中
学
校
一
年
生

　
　
　
二
年
生

　
　
　
三
年
生

頸鉄チームが優勝
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　一町内スキー駅伝大会終る一

小
堺
英
俊
（
儀
明
）

室
岡
修
平
（
松
代
）

小
堺
安
枝
（
松
代
）

佐
藤
和
正
（
奴
中
）

西
潟
礼
子
（
　
〃
）

佐
藤
貴
美
子
（
〃
）

（書初展の一部）

き
』
」
鼠
辱
’
も
9
．
ゼ
ー
L
ー
ー
1
ー
鼠
』
ご

か
ら
り
と
晴
れ
上
が
り
、

恵
ま
れ
て
、
絶
好
の
応
援
日
和
と
な
り

今
年
初
参
加
の
小
、
中
学
生
チ
ー
ム
の

力
走
も
あ
っ
て
か
、
遠
く
の
部
落
か
ら

の
応
援
も
加
っ
て
沿
道
は
声
援
で
湧
い

た
。從
来
、
駅
伝
は
一
般
者
の
み
で
行
っ
て

い
た
が
、
今
年
は
小
雪
で
、
熊
越
山
で

行
っ
て
勢
準
小
、
・
訴
学
性
の
距
離
競
技

継
走
競
技
が
不
可
能
と
鶴
②
た
九
躍
第

余
の
策
と
し
て
小
、
中
学
生
の
参
加
を

考
え
た
の
だ
っ
た
が
、
．
こ
れ
が
予
想
外

の
人
気
を
呼
び
、
一
日
中
沿
道
を
埋
め

た
声
援
が
続
い
た
。
来
年
以
降
も
是
非

小
、
中
学
生
の
駅
伝
を
続
け
て
ほ
し
い

　
恒
例
の
松
代
町
ス

キ
ー
協
会
主
催
、
同

公
民
館
後
援
の
町
内

ス
キ
ー
駅
伝
継
走
大

会
は
、
去
る
二
月
七

日
に
一
般
者
十
一
チ

ー
ム
、
小
、
中
学
生

そ
れ
ぐ
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
覇
権
を

競
っ
た
こ
の
大
会
は

小
雪
で
実
施
が
あ
や

ぶ
ま
れ
て
い
た
も
の

だ
っ
た
が
、
二
日
か

ら
降
り
出
し
た
雪
は

小
降
り
な
が
ら
も
七

日
朝
ま
で
続
き
、
雪

の
心
配
は
な
く
な
り

折
り
し
も
競
技
開
始

寸
前
に
は
奇
蹟
的
に

　
　
　
雪
と
天
候
に

と
の
声
が
高
い
。

な
お
今
回
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る

囹
小
学
生
の
部

　
優
勝
　
松
代
チ
：
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者
　
関
谷
利
良

　
　
　
　
　
　
二
　
〃
　
市
川
文
夫

　
　
　
　
　
　
三
　
〃
　
石
口
芳
昭

　
　
　
　
　
　
四
　
〃
　
市
川
芳
郎
』

　
二
位
　
菅
刈
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者
　
高
橋
文
夫

　
　
　
　
　
　
二
　
〃
　
関
谷
守

　
　
　
　
　
　
三
　
〃
　
市
川
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
四
　
〃
　
高
橋
正
明

薯
1
♂

雛
讐

灘
講
鋤
．

三
位
松
代
C
チ
ー
ム

第
一
走
者

　
二
　
〃

　
三
　
〃

　
四
　
〃

　　　（競技開始一前走者スタート）
一rセ，蝶．
●

高
橋
登

相
沢
清

相
沢
幸
一

高
橋
　
明

囹
中
学
校
の
部

　
優
勝
　
山
平
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者

　
　
　
　
　
　
二
　
〃

　
　
　
　
　
　
三
　
〃

　
　
　
　
　
　
四
　
〃

　
一
，
一
位
松
代
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者

　
　
　
　
　
　
二
　
〃

　
　
　
　
　
　
三
　
〃

　
　
　
　
　
　
四
　
〃

　
三
位
　
松
代
B
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者

　
　
　
　
　
　
二
　
〃

　
　
　
　
　
　
三
　
〃

　
　
　
　
　
　
四
　
〃
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小
堺
国
栄

小
堺
一
治

井
上
覚

松
沢
広
行

関
谷
博

西
片
喜
久
治

市
川
文
雄

関
谷
秀
夫

相
沢
正
男

関
谷
辰
蔵

中
村
健
二

柳
　
　
正

囹
一
般
の
部

　
優
勝
⑭
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者
　
石
口
了

　
　
　
　
　
　
二
　
〃
、
樋
口
哲
雄

　
　
　
　
　
　
三
　
〃
、
関
谷
末
治

　
二
位
松
代
町
商
工
会
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者
樋
口
竪
一

　
　
　
　
　
　
二
　
〃
　
関
谷
松
雄

　
　
　
　
　
　
三
　
〃
　
牧
田
義
雄

　
三
位
　
全
逸
チ
：
ム

　
　
　
　
　
第
一
走
者
関
谷
宗
一

　
　
　
　
　
　
二
　
〃
　
福
島
武
夫

　
　
　
　
　
　
三
　
〃
　
関
谷
重
雄

’
ノ
／
／
ノ
ノ
ノ
ー
／
！
／
／
ノ
ー
ノ
ノ
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〆
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／
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ノ
ー
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ノ
／
ノ
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！
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〆
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私
た
ち
の
税
金
は

　
　
　
　
　
ど
う
な
る
？

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
と
手
数
を

省
き
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
住
民

税
の
三
つ
の
税
金
の
申
告
を
一
つ
の
会

場
で
全
部
済
ま
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

高
田
税
務
署
、
高
田
財
務
事
務
所
、
松

代
町
が
共
同
で
、
納
税
相
談
所
を
設
け

皆
さ
ん
の
納
税
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
会
場
に
お
い
で
の
際
は
、
お
送
り
し

て
あ
り
ま
す
所
得
税
、
個
人
事
業
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
書
の
ほ
か
保
険
料

等
の
書
類
、
印
か
ん
を
必
ず
ご
持
参
下

さ
い
。
又
申
告
書
の
記
入
は
お
わ
か
り

に
な
る
だ
け
記
入
し
て
き
て
下
さ
い
。

会
場
は
松
代
町
役
場
の
会
議
室

日
時
　
三
月
四
日
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
営
業
者
（
個
人
事
業
税
関
係
）

　
　
　
三
月
五
日
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
農
業
及
び
給
与
所
得
者
関
係

の

　〆

■



建
物
を
た
て
る
に
は

　
建
築
基
準
法
に
よ
り
、
建
築
物
を
新

築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
大
規
模
の

模
様
替
を
す
る
場
合
、
建
築
主
は
必
ら

ず
建
築
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
届
出
の
種
別
に
つ
い
て
は
、
次

の
通
り
で
す
か
ら
建
築
主
は
建
築
士
や

大
工
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
必
ら
ず
事

前
に
届
出
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
尚

建
築
工
事
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
役
場

建
築
係
で
御
相
談
下
さ
い
。

一
、
確
認
申
請
書

　
大
字
松
代
、
千
年
、
田
沢
、
太
平
地

内
に
建
築
す
る
延
べ
面
積
十
平
方
米
（

約
三
坪
）
以
上
す
べ
て
の
建
物
の
場
合

及
び
こ
の
地
域
に
関
係
な
く
、
自
動
車

車
庫
、
集
会
場
、
公
会
堂
、
百
貨
店
、

旅
館
等
の
特
殊
建
築
物
を
建
築
す
る
場

合
．
様
式
　
①
確
認
申
請
書
。
用
紙
は
役
場
で
交

　
　
付
。

　
②
添
付
図
面
、
建
築
士
の
設
計
し
た

　
　
建
物
の
配
置
図
。
平
面
図
、
立
面

　
　
図
、
各
伏
図
、
構
造
図
を
表
わ
し

　
　
た
青
写
真
。

提
出
部
数
、
三
部
（
正
本
弐
通
、
副
本

壱
通
）
。

一
、
工
事
届

す
べ
て
の
地
域
に
於
け
る
延
べ
面
積
十

平
方
米
（
約
三
坪
）
以
上
の
す
べ
て
の

建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

及
び
十
平
方
米
以
上
の
建
築
物
の
除
却

工
事
を
す
る
場
合
。

様
式
　
①
工
事
屈
、
用
紙
は
役
場
で
交
付
。

　
②
添
付
図
面

　
　
イ
延
べ
面
積
が
百
平
方
米
（
約
三

　
　
　
十
坪
v
以
上
の
場
合
は
建
築
士

　
　
　
の
設
計
し
た
建
物
の
配
置
図
、

　
　
　
平
面
図
、
立
面
区
、
各
伏
図
、

　
　
　
構
造
図
を
表
わ
し
た
青
写
真
。

　
　
ロ
延
べ
面
積
が
百
平
方
米
以
下
の

　
　
　
場
合
は
配
置
図
、
平
面
図
、
立

　
　
　
面
図
を
表
わ
し
た
簡
単
な
図
面

　
③
除
却
届
。
工
事
届
用
紙
の
裏
面
に

　
　
簡
単
に
書
き
入
れ
、
添
付
図
面
は

　
　
不
要
。

提
出
部
数
　
　
二
部

確
認
申
請
書
を
提
出
し
た
場
合
、
設
計

内
容
を
確
認
し
許
可
し
た
旨
の
確
認
通

知
書
が
き
て
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
下

さ
い
。

一
、
完
了
届
。

確
認
申
請
を
し
た
工
事
が
完
了
し
た
場

合
。
様
式
　
①
完
了
屈
。
用
舐
は
役
場
で
交
付
。

　
②
添
付
書
類
、
不
要

完
了
届
を
提
出
し
た
ら
建
築
主
事
の
完

了
検
査
を
受
け
検
査
済
証
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
建
築
物
を
便
用
し
て
下
さ
い

、
多
》
㌔
～
’
、
（
ノ
．
～
㌔

安
い
徳
用
米
押

　
　
米
穀
配
給
制
度
一
部
改
正
（

　
　
　
　
　
　
　
～
ず
＝
．
1
亀
ぐ
一
》
ち
＝
匂
、
馬
，
一
二
（
ご
＝

　
近
年
、
生
産
者
米
価
は
、
物
価
や
賃

り

》“う1
恥“

金
の
動
向
等
を
反
映
し
て
年
々
上
昇
し

旧
価
格
で
は
、
政
府
が
高
く
買
っ
て
安

く
売
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
逆
ざ
や
に

な
っ
て
お
り
、
生
産
者
は
と
れ
た
米
を

政
府
に
売
り
払
っ
て
喰
う
米
を
政
府
か

ら
買
っ
た
方
が
儲
か
る
と
い
う
悪
現
象

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

一
月
一
日
か
ら
米
の
消
費
者
価
格
が
次

の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
定
は
、
家
計
、
物
価
等
へ
の
影
響

を
小
さ
く
す
る
た
め
逆
ざ
や
関
係
を
改

。
善
す
る
に
と
父
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
価
　
格

う
る
ち
米
“
一
キ
ロ
当
り
（
　
）
内
は

一
升
当
り
。

　
　
　
改
定
価
格

特
選
米
H
一
、
一
至
円

　
　
　
（
約
一
奎
円
）

普
通
米
π
一
、
O
金
円

　
　
　
（
約
一
査
円
）

徳
用
米
∬
九
釜
円

　
　
　
（
約
酉
円
）

も
ち
米
π
一
、
藝
究
円

　
　
　
（
約
き
O
円
）

配
給
数
量

　
　
特
選
米
、

旧
価
格

九
会
円

（
約
西
八
円
）

九
量
円

（
約
三
九
円
）

八
糞
円

（
約
三
〇
円
）

一
ヨ
呈
円

（
約
天
O
円
）

　
　
　
　
　
　
普
通
米
、
徳
用
米
を
あ

　
　
わ
せ
て
一
人
一
ヶ
月
当
り
一
〇
精

　
　
米
（
換
算
）
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲

　
　
内
で
す
。
た
だ
し
需
給
事
情
に
よ

　
　
り
特
定
の
種
類
の
希
望
に
応
じ
ら

　
　
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

徳
用
米
と
は

　
　
消
費
者
の
家
計
費
中
の
主
食
費
負

　
　
担
の
軽
減
を
図
る
意
味
で
配
給
さ

　
　
れ
る
も
の
で
、
ど
な
た
で
も
買
え

　
　
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は
五
等
以
下

　
　
の
内
地
米
が
徳
用
米
と
し
て
扱
わ

　
　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
従
来
は
自
由
に
買
え
た
の
で
す
が

　
　
今
回
の
改
正
で
徳
用
米
も
正
規
の

　
　
配
給
ル
ー
ト
に
の
せ
ら
れ
て
、
一

　
　
人
一
ヶ
月
十
キ
・
以
内
し
か
買
え

　
　
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎今年は選挙の年です
　今年執行予定されている選挙は次のとおりです。

　　町長選挙5月　参議院議員選挙6月　県知事選挙11月

◎基本選挙人名簿登録者数が確定しました。
　部落別有権者数は次のとおりです・　　（39・12・20現在確定）

確定登録者数 確定登録者数字　　名
男 女 計 男 女 計

松　　代 494 562 1，156 田野倉
94： 95 189

小荒戸 56 64 120 仙　　納 56 53 109

太　　平 4：2 47 89 蒲　　生 174 167 34：1

千　　年 134 155 289 名　　平 54： 63 117

蓬　　平 116 131 247 小　　池 39 43 82

清　　水 91 115 206 儀　　明 130 139 269

会　　沢 65 78 143 諏訪峠 35 38 73

桐　　山 61 57 118 寺　　田 94 106 200

池　　尻 4：7 54 101 筋　　平 75 76 151

小屋丸
34： 38 72 小　　貫 24 35 59

池之畑 35 37 72 田　　代 63 ’77 14．0

下　　山 56 68 124 菅　　刈 77 82 159

海　　老 73 80 153 田　　沢 63 67 130

東　　山冷 14： 12 26 福　　島 72 76 148

犬　　伏 119 130 249 奈良立 29 37 66

孟　　地 42 42 84 室　　野 295 353 64：8

苧　　島 47 55 102 木和田原 75 91 166

中　　子 17 13 30 竹　　所 54 51 105

片桐山 26 23 49 濁　功 50 38 88

滝　　沢 4：1 37 78 峠 94： ユ0止 195
合　　計 5，257 3，586 6，845

13）



　
　
　
　
　
所
得
格
差

座
一
「
叢
と
他
産
業
と
の
所
得

講
㎜
酪
縁
碑
輸
数
価
静

　
　
一
に
変
え
て
行
き
そ
の
隻
を

善
一
臨
鶏
離
徽
歓

改
・
臼
　
　
一
・
馨
雑
蟹
甕
懸

造
窒
が
私
灌
活
と
砦

韓
・
　
に
適
当
な
の
カ
ど
う
か
　
そ

莚
の
整
覧
て
今
后
の
叢

業
・
は
見
込
が
な
い
と
迷
犬
が

農
一
鞍
聡
欝
都

　
　
　
　
市
勤
労
者
労
彷
所
得
と
か
は

ど
う
し
て
決
め
ら
れ
る
の
で
し
よ
う
か

こ
れ
を
知
っ
て
正
し
い
自
分
の
判
断
を

下
し
て
い
く
上
に
多
少
で
も
役
に
立
て

ば
と
思
っ
て
そ
の
大
略
を
の
べ
て
み
ま

す
。
こ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
細
い
決
め
方

が
あ
っ
て
仲
々
む
つ
か
し
い
こ
と
が
ら

だ
が
一
口
に
言
え
ば
、

国
民
所
得
と
い
う
の
は
日
本
全
体
の
生

産
、
こ
の
中
に
は
大
は
八
幡
製
鉄
や
日

立
製
作
所
な
ど
か
ら
小
は
私
達
の
農
業

生
産
ま
で
を
合
算
し
そ
の
中
か
ら
そ
れ

に
か
か
っ
た
材
料
費
等
を
差
し
引
い
た

も
の
で
、
国
全
体
が
一
ケ
年
間
に
生
産

さ
れ
た
儲
で
、
国
茂
一
人
当
り
所
得
と

い
う
の
は
こ
れ
を
総
人
口
で
割
っ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
工
場
や
会
社

の
少
い
県
や
町
村
は
所
得
が
低
く
、
東

京
や
大
阪
の
様
な
所
は
所
得
が
高
い
の

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
が
私
達
の
生
活

を
比
較
す
る
基
準
と
は
そ
の
ま
ま
受
取

れ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
私
達
に
一
番
身
近
な
農
業
所

得
と
言
う
の
は
、
例
え
ば
東
頸
城
位
の

郡
の
中
か
ら
耕
作
反
別
三
反
歩
以
下
、

三
反
歩
以
上
五
反
歩
、
と
い
う
よ
う
に

階
層
別
に
農
家
の
数
に
応
じ
て
二
十
戸

位
を
選
び
出
し
て
そ
の
人
達
が
記
帳
し

た
も
の
を
全
国
的
に
集
計
し
た
も
の
な

の
で
す
。

都
市
勤
労
者
所
得
と
い
う
の
は
都
市
の

三
十
人
以
上
を
雇
っ
て
い
る
工
場
や
会

社
の
中
か
ら
、
拾
い
出
し
た
も
の
の
給

与
の
全
額
を
そ
の
労
彷
者
数
で
割
っ
た

比
較
的
恵
れ
た
勤
め
人
の
給
料
で
小
さ

な
店
や
中
小
企
業
に
つ
と
め
て
い
る
人

達
の
分
は
入
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
れ
ら
統
計
は
全
国
的
な
動
向

や
大
き
な
目
で
今
后
の
農
業
を
判
断
す

る
資
料
と
し
て
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ

を
直
ち
に
自
分
の
家
と
比
べ
て
判
断
す

る
の
は
多
少
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

私
達
農
家
が
今
后
農
業
経
営
の
方
向
を

定
め
る
に
当
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は

旨
分
の
家
の
現
在
の
経
営
が
ど
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
際
め
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
が
出
来
て
始
め
て
今

后
の
計
画
が
樹
っ
た
の
で
あ
っ
て
い
た

づ
ら
に
ム
ー
ド
に
酔
っ
て
自
分
の
姿
も

見
際
め
な
い
で
浮
足
立
っ
て
い
る
の
は

最
も
危
険
な
こ
と
で
す
。

農
家
が
自
分
の
方
向
を
き
め
る
に
当
っ

て
は
や
は
り
都
市
の
労
仇
者
と
比
べ
る

の
が
一
番
判
り
よ
い
と
思
い
ま
す
。
・

例
へ
ば
官
庁
勤
め
を
し
て
い
る
人
達
の

年
間
の
収
入
は
そ
の
人
の
月
給
の
約
十

七
倍
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
達
は

職
業
に
よ
っ
て
多
少
違
い
ま
す
が
年
間

二
百
五
十
日
か
ら
二
百
九
十
日
位
つ
と

め
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
松
代
の
農
家
の
場
合
は
ど
ん

な
状
態
だ
ろ
う
か
、
今
稲
だ
け
作
う
て

外
に
何
も
し
な
い
場
合
、
一
町
歩
の
経

費
を
差
引
い
た
収
入
は
約
三
十
万
余
で

年
間
の
労
彷
日
数
は
二
百
二
十
日
で
す

こ
れ
は
都
会
の
勤
労
者
の
月
給
一
万
七

千
六
円
位
と
な
り
ま
す
。

（
猶
農
家
の
場
合
こ
の
外
自
家
用
と
し

て
雑
穀
、
野
菜
等
一
万
八
千
余
が
見
込

れ
て
い
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
て
く
る
と
米
だ

け
作
る
揚
合
一
町
七
反
歩
を
耕
作
す
れ

ば
都
会
の
月
給
三
万
円
位
の
人
の
収
入

と
な
り
ま
す
が
唯
問
題
は
農
家
の
場
合

は
労
彷
力
が
月
に
よ
っ
て
集
中
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
品
種
に
よ
っ
て

田
植
収
穫
期
間
を
延
長
す
る
と
か
省
力

栽
培
等
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
家
の
計
画
を
樹
て
る

に
は
先
づ
年
収
ど
の
位
を
望
む
か
を
き

め
、
自
分
の
家
の
労
彷
力
を
月
別
に
見

き
わ
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
家
で

は
田
を
い
く
ら
耕
作
で
き
る
か
を
き
め

余
っ
た
労
力
を
月
別
に
ど
の
よ
う
に
し

て
他
に
振
向
け
て
い
く
か
を
き
め
る
即

ち
養
蚕
、
家
畜
、
た
ば
こ
耕
作
、
賃
労

彷
、
出
稼
等
、
自
分
の
家
に
一
番
適
し

た
も
の
を
取
り
あ
げ
て
計
画
し
て
み
る

こ
と
で
す
。
省
力
を
図
る
た
め
に
は
農

道
も
必
要
に
な
り
ま
し
よ
う
し
、
労
力

の
調
整
す
る
た
め
に
共
同
作
業
も
必
要

に
な
る
。
ま
た
経
費
の
節
約
に
は
共
同

経
営
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

（4・）

こ
の
よ
う
に
し
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

自
分
の
望
む
収
入
に
だ
ん
だ
ん
近
づ
け

て
い
く
こ
と
が
農
業
構
造
の
改
善
へ
の

道
で
す
。
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5
購

三
月
の
防
犯
活
動
目
標
に
つ
い
て

◎
目
標

L
少
年
の
飲
酒
喫
煙
の
防
止

　
　
正
月
か
ら
家
庭
で
は
酒
を
飲
む
機

　
　
会
が
多
く
大
人
の
ふ
し
だ
ら
な
姿

　
　
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
が

　
　
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

　
　
社
会
の
ふ
ん
い
気
か
ら
、
子
ど
も

　
　
た
ち
が
、
酒
や
タ
バ
コ
を
覚
え
、

　
　
習
慣
性
と
な
る
の
で
注
意
が
大
切

　
　
で
す
。

名
火
災
の
防
止

　
　
積
雪
時
の
火
災
は
、
消
火
活
動
が

　
　
不
便
の
た
め
大
事
に
な
る
場
合
が

　
　
多
い
。
火
気
取
扱
い
場
所
の
点
検

　
　
は
念
を
入
れ
て
確
か
め
ま
し
よ
う

3
雪
害
防
止

　
　
な
だ
れ
の
危
険
個
所
に
は
十
分
注

　
　
意
し
ま
し
よ
う
。

　
　
屋
根
の
雪
降
し
の
際
は
、
転
落
防

　
　
止
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

2
一
－
魅
急
菖
■
一
畠
薗
7
■
田
覧
覧
■
層
＝
昌
＝
一
■
9
重
o
馳
＝
』
塵
層
o
■
。
㌃
』
興
■
一
一
層
璽
‘
働
耀
巳
，
働
一
■
一
層
瞑
・
鼻
一
■
5
1
昂
・
一
属
屠
■
廓
爵
5

さ
わ
ら
び
新
年
歌
会
　
肥
藍
批
鰹

◎
壁
タ
イ
ル
地
震
の
き
ず
あ
と
そ
の
ま

　
ま
に
繕
ふ
余
費
な
く
年
明
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
芳
平

◎
残
業
の
わ
れ
待
ち
泣
き
て
姑
の
背
に

　
今
は
眠
れ
る
吾
子
を
抱
き
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
千
鶴
子

◎
雪
原
に
霧
氷
立
ち
い
る
は
渋
梅
川
一

　
号
俺
提
井
堰
の
あ
た
り
。
本
山
祖
道

◎
さ
と
す
言
葉
嚴
し
く
な
り
ぬ
た
ま
ゆ

　
ら
に
澄
み
し
瞳
を
い
く
つ
も
み
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
文
雄

◎
一
ぽ
い
の
な
べ
焼
う
ど
ん
に
身
暖
め

　
冬
物
買
い
に
暮
の
街
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
コ
メ

◎
鳥
追
ひ
の
声
す
る
夜
半
を
ひ
と
り
居

　
て
少
年
の
日
の
遠
き
を
お
も
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
文
雄
，

◎
案
内
の
老
媚
が
打
つ
小
馨
の
響
き
に

　
も
散
る
一
叢
の
萩
。
　
本
山
　
祖
道

◎
か
が
め
る
手
ほ
N
に
押
し
あ
て
あ
た

　
た
め
つ
X
子
等
は
無
心
に
雪
穴
造
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
芳
平

◎
バ
ス
に
見
ゆ
山
の
沢
々
雪
厚
く
我
乗

　
る
バ
ス
は
狭
き
道
い
く
関
谷
　
コ
メ

ノ


